
上峰町立上峰中学校だより No.７ 《めざす生徒像》

✿ 心豊かな生徒（誠実，思いやり，協調，礼節）
✿ たくましい生徒（基礎･基本，創造性，解決力）
✿ 主体的に判断し行動する生徒（判断力，行動力）
✿ 高い志をもつ生徒（夢や目標，主体性）

発行日：令和5年(2023年)１０月２日／発行者 (文責)：校長藤原 孝昭

９月１日の結団式から，本格的に全体練習に入り，９日の本番まで，残暑というには暑すぎるぐらいの天候の

中，生徒たちは体育大会の練習に励んできました。熱中症に注意を払いながら，また，コロナ感染症のリスクも

ゼロではない中で注意を払いながらの練習でした。欠席者が増えないかと毎朝の登校状況を気にしながら，子ど

もたちの頑張りとご家庭でのサポート，学校での職員の支援等で，体育大会当日を迎えることができたことに先

ずは，ほっとしました。

当日は，雨の心配もなく秋晴れの清々しい天候でしたが，この時期としては気温も高く，やはり熱中症を警戒

しなければならない状況でした。

オープニングの全校ソーランは，ソーランリーダーを中心として創り上げた「上中ソーラン」です。審査員と

いう立場でありながら全校生徒の力強い演武に観客として見入ったほどです。短い時間でここまで仕上げた生徒

たちに感動を覚えました。オリジナルの「南中ソーラン」は，もともと文化発表会の３年生の出し物でした。そ

れまで体育大会では，男子の組体操，女子のダンスとういプログラムでしたが，全国的に組体操が安全面でリス

クがあるという理由で，廃止の方向に進む中，「全校で取り組める演目」と考えている時に，「南中ソーラン」

が候補として上がりました。体育大会のオープニング演目となって，１０年近くなるでしょうか。今ではすっか

り上峰中体育大会にはなくてはならないものとなり，「上中ソーラン」として，定着したように思います。

上峰中体育大会は伝統的に生徒主体の実行委員会を組織して行われます。今年の体育大会全体を振り返っても，

実行委員長の平井悠斗さんを中心に，生徒たちがそれぞれ任された自分の役割の中で，持てる力を全力で出し切

り表現する姿を見て，上中生が持っている可能性の大きさを改めて感じました。

今年も熱中症やコロナ感染症対策として，生徒の健康を第一に配慮し午前中のみの開催といたしました。そん

な中でも昨年までより多くの地域の方へ参観のお願いした結果，たくさんの方に足を運んでいただき，大変うれ

しく思いました。観戦中も「中学生から元気がもらえるねえ」「日本の未来も安泰やね」など，好意的な感想も

聞かれ，改めて地域の皆様に学校のようすを開放することの意義を見たような気がします。感謝と同時に上峰中

学校の教育活動に関心を持っていただいている表れだと，子どもたちを預かる身として，より一層の責任の重さ

を実感した次第です。

また，体育大会後にコロナ感染症やインフルエンザが広がることなく，通常の学校教育活動にスムーズに戻れ

たことに感謝いたします。

ソーラン１位：黄団 総合優勝：赤団 応援１位：青団



２日（月）交通立ち番指導

３日（火）1,3年生実力テスト（～４日）（2年生延期）

５日（木）地区駅伝大会

６日（金）避難訓練⑥

９日（月）（祝）スポーツの日

10日（火）読書週間（～13日）

15日（日）県下一斉部活動休養日

17日（火）SAGAテスト（3年）（～18日）

19日（木）文化発表会練習開始

20日（金）安全点検日

26日（木）文化発表会リハーサル・準備

27日（金）文化発表会

９月２４日（日）に，三養基地区中体連新人大会が実施されま

した。当日は，秋晴れの絶好の好天の中，６種目の競技で熱戦が

展開されました。新チームになっての初めての公式戦だったとい

う種目もあり，緊張した様子も見受けられました。新人戦は，現

在の自分たちの実力を確認し，来年の中体連に向けて課題を見つ

け，これからの練習で克服していくための試合でもあります。結

果に一喜一憂するのではなく，次につながる大会になってくれた

のではないかと思います。

大会の結果は，多くの種目で好成績を収めることができました。

これを自信に更なる高みを目指してほしいと思います。

また，大会では多くの３年生が運営の裏方として，審判や補助

員を行ってくれました。また，保護者の皆様につきましては温か

いご声援ありがとうございました

軟式野球 優勝

バスケットボール ２位

バレーボール ３位

ソフトテニス 優勝 個人 相島・藤家 １位 野中・山下 ２位 森・橋本 ３位

卓球男子 ３位

卓球女子 優勝 個人（ベスト）馬渡未來 ２位

剣道男子

剣道女子 個人 村田星愛 ３位

サッカー 優勝

推戴式の様子


